
（ご参考）低・脱炭素社会の実現に向けた取り組み
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エネルギービジネスを中心に事業を展開する当社グループにとって、CO2排出削減の取り組みは極
めて重要な使命です。当社グループでは、2050年のカーボンニュートラルな社会の実現に向けて、
メタネーションの技術開発やe-メタン等のサプライチェーン構築に取り組みます。また、2030年ま
でのトランジション期には、2023年3月に策定した「エネルギートランジション2030」に沿って、
当社グループでのCO2排出削減のみならず、天然ガスや再生可能エネルギーの普及拡大等により、エ
ネルギーをご利用いただくお客さま先も含めた社会全体でのCO2排出削減にも注力し、低・脱炭素社
会の実現に貢献します。
これらの実現に向けた2030年度の目標として、e-メタン1%導入、当社グループの国内サプライ

チェーンにおけるCO2排出量削減年間500万トン、社会全体へのCO2排出削減貢献として年間
1,000万トン、再生可能エネルギー普及貢献量500万kW等を掲げています。

当社グループの取り組みのうち、ガス体エネルギーの低・脱炭素化の鍵となるメタネーション技術の開
発や、電源の脱炭素化に資する再生可能エネルギー電源の開発の具体的な内容は、次のとおりです。
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2023年度実績 2026年度目標 2030年度まで

500万kW
国内＋海外400万kW

国内＋海外

約316万kW 電源開発・
保有

電力調達

電源開発・
保有

国 内

電力調達
海 外

陸上風力発電 バイオマス発電 太陽光発電
再生可能エネルギー電源の開発実績
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e-メタン導入を実現する3つのメタネーション技術の開発

再生可能エネルギー電源の開発

その他の取り組みの具体的な内容や、気候関連財務情報開示タスクフォース（TCFD）の提言に則った
気候変動対応の情報開示の詳細は、当社サステナビリティサイト、統合報告書、「エネルギートランジショ
ン2030」をご覧ください。
【サステナビリティサイト】
https://www.daigasgroup.com/sustainability/

【統合報告書】
https://www.daigasgroup.com/ir/library/ar/

【エネルギートランジション2030】
https://www.osakagas.co.jp/company/press/pr2023/1720418_54087.html
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